平成 (へいせい)２８年度 (ねんど)第 (だい)６回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)９月 (がつ)２８日 (にち)（水）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)９名 (めい)、事務局 (じむきょく)３名 (めい)、見学 (けんがく)１名 (１めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
今 (いま)までの話し合い (はなしあい)の中 (なか)で、この場 (ば)以外 (いがい)の場所 (ばしょ)で開催 (かいさい)してはどうかとの意見 (いけん)が出て (でて)います。今回 (こんかい)、伊賀圏域 (いがけんいき)のくらし部会 (ぶかい)（伊賀くらし部会は、地域で暮らすための地域作りを検討する部会です。市町や計画相談事業所などがメンバーになっています。）から協力 (きょうりょく)依頼 (いらい)を頂き (いただき)、どのようなことを伝えたい (つたえたい)のか、地域 (ちいき)・施設 (しせつ)での暮らし (くらし)等 (とう)について話し合いました (はなしあいました)。また、三重県 (みえけん)障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)・権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)の講義 (こうぎ)の中 (なか)で、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)への協力 (きょうりょく)依頼 (いらい)があり、その内容 (ないよう)についても話し合い (はなしあい)を行いました (おこないました)。



	①地域 (ちいき)や施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)について

	・施設 (しせつ)での暮らし (くらし)は嫌 (いや)だったので、早く (はやく)地域 (ちいき)で暮らしたい (くらしたい)と思って (おもって)いました。（地域 (ちいき)で暮らす (くらす)ための情報 (じょうほう)がなく、友達 (ともだち)からの情報 (じょうほう)が頼り (たより)でした。）
・施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)をするなか、職員 (しょくいん)の「ちょっと待って (まって)」、「またトイレ (といれ)？」などという一言 (ひとこと)がすごく傷つきました (きずつきました)。
・地域 (ちいき)で暮らす (くらす)ための必要 (ひつよう)な夜間 (やかん)対応 (たいおう)のヘルパー (へるぱー)が少ない (すくない)と最近 (さいきん)分かりました (わかりました)。これでは生活 (せいかつ)が成り立ちません (なりたちません)。
・地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を支援 (しえん)する支援者 (しえんしゃ)同士 (どうし)のネットワーク (ねっとわーく)が必要 (ひつよう)ではないかと思います (おもいます)。
・私 (わたし)は地域 (ちいき)によって使える (つかえる)サービス (さーびす)が違う (ちがう)ことに驚きました (おどろきました)。
・私 (わたし)は脳障 (のうしょう)がいがあるので、相手 (あいて)の話す (はなす)内容 (ないよう)を理解 (りかい)する事 (こと)が難しい (むずかしい)です。（要点 (ようてん)を分かりやすく (わかりやすく)簡潔 (かんけつ)に話して (はなして)ほしいです。）
・地域 (ちいき)で暮らす (くらす)ためのコツ (こつ)は、まず兄弟 (きょうだい)を口説く (くどく)ことです。
・私 (わたし)の障 (しょう)がいは見た目 (みため)では分かりません (わかりません)。その事 (こと)が私 (わたし)の心 (こころ)の中 (なか)で葛藤 (かっとう)しています。
・介助 (かいじょ)を受ける (うける)際 (さい)、「はぁ」というため息 (ためいき)を聞く (きく)と、嫌 (いや)な気分 (きぶん)になります。
・私 (わたし)は外出 (がいしゅつ)するのが好き (すき)ですが、ヘルパー (へるぱー)によっては日焼け (ひやけ)が嫌 (いや)な人 (ひと)がいます。
・私 (わたし)は長距離 (ちょうきょり)の散歩 (さんぽ)することを自分 (じぶん)へのチャレンジ (ちゃれんじ)としていますが、それを周り (まわり)に話したら (はなしたら)、「大丈夫 (だいじょうぶ)なの？」「なんでそんな事 (こと)したの？」など、予想外 (よそうがい)の反応 (はんのう)が返って (かえって)きました。
⇒皆さん (みなさん)の意見 (いけん)を聞いて (きいて)、「私達 (わたしたち)の話 (はなし)を聴いて (きいて)もらえない」この事 (こと)が積み重ね (つみかさね)となり、虐待 (ぎゃくたい)や権利 (けんり)侵害 (しんがい)へとつながっていくのではないかと感じました (かんじました)。




３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・１０月 (がつ)１９日 (にち)（水 (すい)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
（２）研修会 (けんしゅうかい)の予定 (よてい)
　　　・三重県 (みえけん)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)等 (とう)専門 (せんもん)コース (こーす)別 (べつ)研修 (けんしゅう)（障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)）
９月 (がつ)３０日 (３０にち)（金 (きん)）

・三重県 (三重県)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)現任者 (げんにんしゃ)研修 (けんしゅう)
１０月 (がつ)５日 (にち)（水）～７日 (７か)（金 (きん)）
・三重県 (みえけん)障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)・権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)
１０月 (１０がつ)２５日 (２５にち)（火 (か)）（共通 (きょうつう)講義 (こうぎ)）
１０月 (１０がつ)２７日 (２７にち)（木 (もく)）（市町 (しまち)及び (および)障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)センター (せんたー)職員 (しょくいん)等 (とう)コース (こーす)）
１２月 (１２がつ)１５日 (１５にち)（木 (もく)）（障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)管理者 (かんりしゃ)等 (とう)コース (こーす)）

○平成 (へいせい)２８年度 (２８ねんど)第 (だい)７回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)７回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２８年 (ねん)１０月 (がつ)１９日 (にち)（水）
午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
